

















































調べる模型はS-Id2咋 iTp(ap-iAp)*-iyQ叶 ここで y-u-iE,Tp-Jp(′てク｡行
列)でありA〃はクエンチ ･ランダム･ベクトル場である｡ガウス分布を仮定しようoレプリカを
導入し,ボソン化 ･アンサンブル平均をとると
S -/慧liapoaGdapQb-nElynCOS(naOa,], (1)
ここでa,b-1,2,-mはレプリカを表しnaは oまたは 1である｡また､Gab-6ab十gであり､
gは乱れの強さである｡yn-6n,1とおけば､上のスカラー場の作用は､上のデイラック･フェル
ミオン模型と同じ相関関数を与える作用であることがわかる｡
今のアプローチでの新しい点は CLDのアイディア､すなわち最初に存在するylの項が､くり
こみのプロセスで"fusion"を起こして､より高次の項を生み出す効果を取り入れている点である｡
その結果､yに関するスケーリング方程式に非線型項が加わり､乱れの強さに応じてくりこみの
流れを変化させる｡今の場合､ynは無限個存在し､スケーリング方程式は､通常のセンスでは解
析不可能に思われる｡しかし､この無限個の方程式が､KPP方程式という一つの非線型拡散方程
式に帰着され､数学者Bramsonによって求められた厳密な漸近解を用いることが出来る｡
こうした解析によって得られた密度相関関数のスケーリング指数は笠 ･初貝らの計算を良く再
現する｡結果のみを記すと
△=
〈…
29
2(捕 -9-1)
????? ?? ????
1/2≦9
2≦g･
≦2, (2)
ここで､gは乱れの強さであり､7Tを単位にしている｡笠 ･初貝の計算の結果は､乱れが強くなる
に従って3つの regimeに移り変わっていき､最終的に freezing転移した状態に落ち着くと解釈
できる｡
最後に､同様の現象がランダムホッピング模型でも起こり､この模型はデイラック･フェルミオ
ンの強い乱れの regimeにあることを解析した研究があることに言及しておく[7]｡
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